様式１（1年目）


家庭訪問支援記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録者所属　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　
ケース　　　　　歳　　男・女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ケース支援の要約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	目的：

	ケースの概要と現状
	アセスメント
	課題
	目標
	訪問計画
	実施内容
	評価及びアセスメント
	今後の方針・計画

	
	
	
	
	
	
	
	

	当該事例及び他の事例・事業・地区活動から、担当地域の健康課題についての気づき


家庭訪問支援記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録者所属　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　
ケース　　　　　歳　　男・女　
ケース支援の要約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	目的：○○が○○できる　※対象者のありたい姿（健康課題が解決されている状況、最終的に達成したい状態）を記入すること。


	ケースの概要と現状
	アセスメント
	課題
	目標
	訪問計画
	実施内容
	評価及びアセスメント
	今後の方針・計画

	【事実】
アセスメント（解釈）や課題（判断）

の基となった事実を記入すること。

（データーや対象者の声なども含む。）

【支援の動機と経過】

【ケースの概要】発達状況、身体状況、家族の状況、等

【生活の状況】食事、排泄、睡眠、１日の過ごし方、等

【医療・社会資源の利用状況】

利用制度、頻度、等


	問題【解釈】

ありたい姿と現状とのギャップを抽出する。

	【判断】
対象が解決すべき健康課題を抽出する。

優先順位も考える。
【課題】

①～ため、～が必要である。
②
③

	目標は、目的を達成するために必要な条件。
主語別、段階別に目標を整理する。
【目標】

※対応する課題の番号と、評価時期も記載する

（１）･･･（番号）
（評価時期）

（２）･･･（番号）
（評価時期）

（３）･･･（番号）
（評価時期）

例）何（誰）がどうなる。（目指すべき変化）
使える動詞（参考）
＜認知的領域＞

　説明する。記述する等

＜情報的領域＞

　参加する。尋ねる等

＜精神運動領域＞

　実施する。調べる等
	（訪問の時期・目標・支援内容等）

目標を達成するための手段手法

【支援内容等】

他のスタッフでも、取り組める内容

※６W１Hを意識して記載する
（訪問の時期等も記載）

　誰が（Who）
　どれを（Which）

　何を(What)

　いつ(When)

　どこで(Where)

　なぜ(Why)

　どのように(How)


	
	
	

	当該事例及び他の事例・事業・地区活動から、担当地域の健康課題についての気づき


参考　





･･･








